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講時 単位数 4

履修に当たっ
ての注意・助言

/準備学習

近隣の博物館の見学をして、十分博物館についての知識を得ておくように
実物を用いての実習となるので、常に緊張感を持って臨むこと。

講義計画

前期
１；授業の進め方
２；博物館資料の取扱いの基礎１
３；博物館資料の取扱いの基礎２
４；資料の記録（拓本、乾拓１）
５；資料の記録（拓本、乾拓２）
６ｌ資料の記録（拓本、乾拓３）
７；資料の記録（拓本、湿拓１）
８；資料の記録（拓本　湿拓２）
９；資料の記録（拓本、湿拓３）
１０；資料の記録（拓本　湿拓４）
１１；資料の記録（拓本、湿拓５）
１２；資料の記録（拓本　表装）
１３；資料の記録（略測）
１４；資料の記録（実測１）
１５；資料の記録（実測２）
後期
１６；資料の復元１
１７；資料の復元２
１８；資料の復元３
１９；資料の記録（写真１）
２０；資料の記録（写真２）
２１；資料の記録（写真３）
２２；資料の展示（パネル作成）
２３；資料の展示（ジオラマ作成１）
２４；資料の展示（ジオラマ作成２）
２５；資料の展示（ジオラマ作成３）
２６；資料の展示（ジオラマ作成４）
２７；資料の展示（ジオラマ作成５）
２８；資料の展示（ジオラマの展示）
２９；資料の展示（解説パネルの作成）
３０；まとめ

テキスト

参考書 全国大学博物館講座協議会西日本部会編「博物館実習マニュアル」、芙蓉書房

目的と概要 博物館学芸員として知っておくべきモノの取扱いに関する基礎技術の習得

成績評価法
提出物、レポート(20%)成果品(80%）による

開期 通年 月曜日4限

授業テーマ 博物館学芸員の基礎的技術の習得

科目名 博物館実習（事前・事後の指導を含む）

担当教員 中村　浩

配当 文  3･教育3･人間3

2011年度




